



































































































































































































行った結果、「協働力」（ t（53）=3.189，P =.002）と「自信創出力」（ t（53）=4.128，P =.000）について有
意差がみられ、「親和力」と「統率力」において有意差はみられなかった。 
　　　図表５　親和力（Pre-Post）の伸長　　　　　　図表７　統率力（Pre-Post）の伸長
 
　　出所：PROG受検結果を基に筆者作成。
　　　　　以下図表６－８も同様。
　　　　図表６　協働力（Pre-Post）の伸長　　　　　図表８　自信創出力（Pre-Post）の伸長
 
  
（4）アンケート調査結果とコンピテンシーにおける重回帰分析
続いて、調査統計のフリーソフトウェアであるHAD（清水，前掲）を用いて、「前期（４月から現在まで）
で以下の項目で力を入れて取り組んだことはありますか（複数選択可）」の選択項目（「１．ライフ・キャ
リアデザインの授業、２．学科での授業（ライフ・キャリアデザイン以外）、３．サークル活動、４．アルバ
イト、５．ボランティア活動、６．就職活動（民間企業）、７．公務員試験・編入試験の勉強」）と「親和力」 
「協働力」「統率力」「自信創出力」について、アンケートの選択項目を説明変数、PROGにおける各々の
コンピテンシーを目的変数として重回帰分析を行った。
この結果、「ライフ・キャリアデザインの授業に力を入れて取り組んだこと」は「親和力」を有意に予
測していた（R²＝.15；ライフ・キャリアデザイン：b＝1.28，SE =0.60，β＝.32，t（46）＝2.16，p＝.036）。
しかし、「協働力」「統率力」「自信創出力」については有意な影響がみられなかった。ライフキャリア・
デザインの授業以外の選択項目については、いずれのコンピテンシーにも有意な影響がみられなかった。
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４．２　テキストマイニングによる分析結果
（1）被験者数と実施時期
続いて当該授業での学びについて把握するため、毎授業の最後に学生が記入したリフレクションペーパ
ーにおける自由記述の分析を行った。授業回により出席者数は異なるものの、各回概ね60名前後の回答者
数であった。
（2）テキストデータの頻度分析
まず、事後アンケートにおける自由記述内容について前処理を実行し、文章の単純集計を行った。結果
について図表９に示す。
図表９　自由記述における抽出語
 
頻度が高い語としては、「自分」（442回）、「思う」（356回）、「意見」（169回）などの語である。なお、「思 
う」についてアンケートの記載内容を確認したところ「～と思った」等の使用がほとんどであったため、
分析の対象から外した。
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実際にこれらの語がどのような文脈で使用されていたのかを拾い出すと、「自分の意見を言うだけでな
く他人の意見も聞けた」「もっと自分を客観的に見ていこうと思う」（自分）、「他の人の意見を聞きながら
物事を解決する力が以前よりも身についた」「みんなで意見を出し合ってまとめることができた」（意見）
等であった。自己と他者との関係性についての洞察が深まり、傾聴や自己主張する力が育まれたことが伺
える。
（3）抽出語における共起ネットワーク分析
続いて、特に高い確率で出現した抽出語と他の語の関係性を明らかにすべく、共起ネットワーク分析を
行った。共起ネットワーク分析とは、抽出された「語」同士がどのように似通った文脈で使用されている
かをネットワーク図で確認する手法である。最小出現数15、描画する共起関係は60までとして作成した結
果を図表10に示す。
共起関係を概観すると、「自分の意見や考えを人（他者）に言葉で伝えることの大切さ」や「相手の話
を聞くこと」「グループ内の（考え方等の）違い」等について語られていることが分かる。
図表10　抽出語における共起ネットワーク分析
 
５．考察と今後の課題
５．１　考察
本研究は、2019年度に新設したキャリア支援科目である「ライフ・キャリアデザイン」について、ジェ
ネリック・スキルにおける伸長を当該授業における教育効果の指標と位置付けつつ検証することを目的と
して行った。
上述のとおり、当該授業をとおして、到達目標と関連性のある一部のコンピテンシ （ー「協働力」及び「自
信創出力」）が有意に伸長していることが確認できた。また、アンケート調査との重回帰分析により、当
該授業に力を入れて取り組んだ学生について、一部のコンピテンシー（親和力）に有為な影響が見られた。
テキストマイニングによる分析結果を併せみれば、上述の能力の伸長の要因としては、当該授業におけ
るアクティブ・ラーニング（ペアワークやグループディスカッションなど）をとおした学生間のかかわり
が推察される。授業内における様々な活動を通して、学生が主体的に自分の意見や考えをまとめ、グルー
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プ内やクラス全体で発表する機会に恵まれたことが、上述の一部のコンピテンシーの伸長に影響したので
はないだろうか。
また、アンケートの自由記述における頻出語として「自分」（442回）、「意見」（169回）などの語が多く
抽出されたことから、授業を通して自身の考えについて洞察を深めたことや、他者に自分の意見や考えを
積極的に伝えようとしていたと解釈できる。さらには、授業を通して学生が「目標」を持つことの重要性
に思い至ったとも解することができよう。当該授業中に、学生同士のグループワークなどを通して、自分
なりの考えを伝達しようとしている学生の姿がしばしば観察されたが、これを支持する結果である。実際
のコンピランシーにおける伸張はどうあれ、多くの学生の実感としてはその重要性を自覚することができ
たと言えよう。
以上のことから、ライフ・キャリアデザインの授業について、一定の教育効果が確認されたと考えられる。
５．２　今後の課題
なお、本研究における今後の課題は以下のとおりと認識している。
第１に、予算の制約もあり、本研究は当該授業の受講生に限定した部分調査にとどまっている。そのた
め、一定の教育効果について示唆されるものの、厳密には教育効果について当該授業のみによるものと評
価できない。今後は当該授業を履修しない学生を統制群として検証を行う必要がある。
第２に、本研究では、ジェネリック・スキルの伸長を規定する具体の要因を見出すことができていない。
当該授業におけるアクティブ・ラーニングのかかわりがジェネリック・スキルの伸長に影響を及ぼし得る
ことは推察できるものの、具体的に「何が・どのような活動が」「どのような能力の伸長につながるのか」
といった規定要因については明らかにすることができなかった。今後は、授業内のアクティブ・ラーニン
グの活動をいくつかの類型に分類し、アンケート調査の設問項目に反映させることで、ジェネリック・ス
キル伸長を規定する要因について詳細を明らかにしたい。
第３に、本研究では定量的な分析にとどまり定性的な分析が行われていない。例えば著しくジェネリッ
ク・スキルに伸長が見られた学生やむしろコンピランシーが停滞した学生を抽出したうえで、個別のイン
タビュー調査を行うなど、質的な側面からの分析を行うことで、さらに多くの知見が得られよう。
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